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富士川水系の関係資料

・富士川の土砂管理について

平成１４年１１月１５日
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富士川の土砂管理について
１．現状の分析１．現状の分析１．現状の分析１．現状の分析

、 、・河川については昭和41年以降現在までの河道の変動状況を見ると 平均河床高は
最大２ｍ、平均で１ｍ程度低下している。また、ボリュームでは6,000万ｍ3減少
している。

昭和40～50年代では減少傾向が著しかったが、昭和61年以降近年は変動量は小さ
い。

また、昭和57年８月洪水に代表されるように、洪水時の河川への土砂流出は著し
い。

なお、経年的には低下傾向にあるが、河川管理上問題は生じていない。

・海岸について、富士海岸（富士川左岸側）においては、田子の浦港東側の侵食が
著しい。また、蒲原海岸（富士川右岸側）については、現在も侵食傾向となって
いる。

・砂防領域については、昭和41年以降現在まで、砂防堰堤を釜無川上流域で59基、
早川上流域で74基の事業を整備している。なお、現在までの堆砂量は発電ダム等
も含め釜無川上流域で約500万m3、早川上流域で約1,900万m3となっている。

・河川における砂利採取については、昭和40年代には年間約240万ｍ3もの採取があ
ったものの、近年では年間70～90万ｍ3と採取量が減少している。

海岸侵食対策として、近年、大沢崩れによる発生土砂、工事現場からの発生残土・・・・
を活用した養浜事業を実施している。

２．今後の方針２．今後の方針２．今後の方針２．今後の方針
①土砂堆積が著しい区間を中心とした砂利採取等により、河床の維持を行いつつ、
河積不足の箇所の河積拡大を徐々に実施し、海岸への土砂供給の確保に努める。

②砂防領域では、土砂災害を防止しながら、平常時の安定した土砂供給を考慮した
。（ ）事業を実施 オープンタイプの砂防ダムの設置や既設砂防ダムのスリット化等

③海岸では、侵食対策として離岸堤、養浜等海岸保全対策を引き続き実施。

④富士川流域全体の土砂動態のメカニズムを把握するため、引き続き関係機関と連
携してモニタリング調査を実施。

⑤例えば、洪水時の急激な土砂動態、長期的な土砂収支等、水系全体での土砂動態
のメカニズムの解明を行っていく必要がある。
○砂防では、土砂生産量と砂防領域からの移動量を把握
○河川では、洪水時の急激な河床の変化や、経年的な変動を把握
○海岸では、汀線の変化や海岸の安定に必要な河川からの供給土砂量等を把握

⑥なお、計画高水流量を流しうる河積を確保するためには、更なる掘削が必要であ
る（約 万ｍ3 。2,700 ）



Ｓ４１以降Ｈ１０までの土砂動態
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Ｓ４１～Ｓ５０における土砂動態
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S５１～S６０における土砂動態
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【期間土砂変動量】
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Ｓ６１～Ｈ５における土砂動態
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【期間土砂変動量】
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Ｈ６～Ｈ１０における土砂動態

K250

K200

【期間土砂変動量】
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洪水前後の河床の変化（昭和５７年８月洪水）洪水前後の河床の変化（昭和５７年８月洪水）洪水前後の河床の変化（昭和５７年８月洪水）洪水前後の河床の変化（昭和５７年８月洪水）

K250

（万m3）

釜釜釜釜

無無無無 K200

川川川川  

・直轄河川管理区間の数値である。

K150

K100 笛笛笛笛 吹吹吹吹 川川川川

K50

F0 F50 F100 F150 F200 F250

K0

H300

早　川早　川早　川早　川

H250

池の崩 『昭和57年洪水での大規模崩壊』

H200 七面山大崩34万m （早川流域）

池の崩 18万m （早川流域）

七面山大崩 八潮崩 14万m （早川流域）

八潮崩 H150

富富富富 凡　　　　　　例

H100

士士士士 +1.00 ～ +1.50

堆積 +0.50 ～ +1.00

川川川川  0.00 ～ +0.50

 0.00 ～ -0.50

H50 -0.50 ～ -1.00

単位：m

H0

（洪水前：昭和57年12月～昭和58年１月測量）

（洪水前：昭和55年11月～昭和56年２月測量）

洪水前後の土砂量

207

51

363

砂利採取量

105

堆砂量

-3

297

合計

402

48

654

204

-3

浸食

富士川

釜無川

笛吹川

合計 291

日軽金十島堰（22.8k）

日軽金塩之沢堰（40.8k）

静岡・山梨県境

四ヶ郷堰（4.1k）

早川合流点（46.8k）

四ヶ村堰（79.3k）



 
現在の砂利採取箇所 
 
基本事項：現況の河積から計画高水流量を流下させるのに必要な掘削箇所であること 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早 川 

富 

士 

川 

駿 河 湾 

笛 吹 川 

現 在 の 砂 利 採 取 箇 所 

砂利採取 1.8万 m3/年 
河床勾配の変化点（1/50～1/150 
から 1/250～1/800）であり河道の
特性としても堆積傾向にある。 

砂利採取 22.5万 m3/年 
河床勾配の変化点（1/100～1/300
から 1/400～1/700）であり河道の
特性としても堆積傾向にある。 

砂利採取 19万 m3/年 
砂防河川である早川の合流点 
であり堆積傾向にある。 

K105 
 
K79 

F173 F189 

砂利採取 18万 m3/年 
下流側に狭窄部があり堆積 
傾向にある。 

山梨県 
静岡県 

砂利採取 
 全面禁止区間 

砂利の供給 
H252 
 
H230 

 H110 

砂利採取は平成１４年現在、
山梨県内区間でのみ実施し 
ており、年間約６０万ｍ３ 
の採取が行われている。 

釜 

無 

川 

 H203 
 
 H174 
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